
平成27年11月17日（火）
13時30分～15時30分（13時開場）
ＭＲＴmicc 3階 エメラルドホール(入場無料)

【プログラム】
13:00～ 開場受付
13:30～ 開会挨拶
13:40～ 基調講演「ゆたかな風景を手にするために」

講師：中井 祐 氏（東京大学大学院教授）
15:30 閉会

【建築士会CPD認定研修・建設コンサルタンツ協会CPD認定研修】

※ お申し込みの際にいただいた個人情報は、当シンポジウムのみ使用します。その他の目的に使用することや第三者への提供はいたしません。
※ 受付時に３時間無料のＭＲＴパーキング駐車券を配布しますが、収容台数に限りがあります。公共交通機関の御利用等に御協力ください。

【お問い合わせ・申込み先】
宮崎県県土整備部都市計画課 TEL:0985(26)7192 FAX:0985(32)4456 E-mail:toshikeikaku@pref.miyazaki.lg.jp

お名前 ご住所

電 話 FAX 団体・勤務先名

E-mail 参加者数

平成２７年度 景観まちづくり講演会

日南市坂元棚田

日向市JR日向市駅宮崎市日南海岸

椎葉村十根川集落

東日本大震災直後の大槌町

景観法施行１０周年記念・宮崎県景観行政団体完全移行記念

中井 祐（東京大学大学院工学系研究科社会基盤学専攻 教授）
【略歴】1968年愛知県生まれ、埼玉県育ち。東京大学大学院土木工学専攻修士課程修了。アプル総合計画事務所、東京工業大
学助手、東京大学助手、同講師、同助教授を経て、2010年より現職。専門は景観論、公共空間のデザインとまちづくり。主な
著書に『近代日本の橋梁デザイン思想』『風景の思想』（共編著）、主なプロジェクトに岸公園（島根県）、片山津地区街路
及び水生植物公園（石川県）、ベレン地区公園図書館（コロンビア・メデジン市）、被災者の心をつなげる場所と風景のデザ
イン［ヤタイ広場］（岩手県）、竹田城下町再生のまちづくり（大分県）、岩手県大槌町復興計画（岩手県）、山中湖村のま
ちづくり（山梨県）など。

県では、「美しい宮崎」づくりの実現に向け、景観まちづくりに関する周知・啓発を図ることを目的としたシンポジウムを開催してます。
人口減少や超高齢化社会という時代の転換期にあって、地域の維持・存続の危機が叫ばれるなか、全国各地でまちづくりの試行錯誤と模索が

続いています。
講師の中井祐氏は、津波ですべてを失った被災地のひとつ、岩手県上閉伊郡大槌町の復興まちづくりに、発災直後から関わり、地域と風景の

再生に尽力してきました。
いま、その場しのぎや小手先ではないまちづくり、地域づくりが求められています。
なぜその土地に生きるのか、なぜコミュニティの再生が必要なのか、そして、わたしたちが目指すべきゆたかな風景とはなにか・・・
講師自身がかかわったいくつかのプロジェクトを紹介しながら、皆様とともに考える場にしたいと思います。
多くの皆様のご来場をお待ちしています。

～ゆたかな風景を手にするために～


